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Fig. 1 Features of ways to be aware of mistakes.






























従来の ICALLシステム（例えば，[1], [3], [4], [8]）で
は，学習者に誤りを認識させるため，または正しい知
識を獲得させるために，直接的な情報を提供する方













































































































た場合」や，「“The monkey throws the persimmon
toward the crab.” のように動作の方向をいうべきと

























と形容すべきではない場面で “the short tree”と表現
した場合，オリジナルアニメーションと比較して明ら
かに低い木を表示するアニメーションを生成する．
























































4. 1. 3 概 念 辞 書













4. 1. 4 状態遷移情報
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図 4 ECSEV の概要
Fig. 4 The overview of ECSEV.
図 5 概念辞書の例
































































































































































(a) A monkey climbs the tall tree.
(b) A crab comes.













Table 1 The details of composed sentences.
correct DTW error couldn’t be total
interpreted
1st 8 42 7 57
2nd 14 16 0 30




いては後述する．1 回目の DTW エラーを含む文 42
文のうち，14 文については 2 回目の英文構成で正し
く誤りを修正することができた．合計すると，全 87
文の中でシステムが解釈可能な文は 80 文（92%）で
あり，その中の 58 文が DTWエラーを含む文であっ






























Table 2 The numbers of visualized errors and those
been aware of.
Lack Excess Replacement Total
Visualized Errors 24 16 26 66
Errors been aware of 24 14 26 64
(Percentage) (100) (88) (100) (97)
(a) Original animation (b) Learner’s animation
図 7 誤りに気づかなかった例























終了時の絵を図 7 (a) に示す．このアニメーションで
は，カニが画面の左端から現れ，図 7 (a)に示す位置
で停止する．これに対し，誤りに気づかなかった被調
査者の一人は，“A crab went to under the tree.”と
入力した．この場合，文 (b)に比べ場所を表す前置詞
句が余分であるため，情報過多と判断され，“under
the tree”のデフォルト値を用いて図 7 (b)に示すアニ
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